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はじめに
テンジクダイ科魚類 Apogonidaeは日本近海か

ら 26属 107種が知られており，そのうち内包さ
れる種数が最も多いスジイシモチ属 Ostorhinchus 

Lacepède, 1802にはキンセンイシモチOstorhinchus 

wassinki (Bleeker, 1860)を含めた 30種が知られて
いる（馬渕ほか，2015；本村，2026）．

2006年 9月から 2026年 1月にかけて鹿児島湾
から計 13個体のキンセンイシモチが得られた．
本種はこれまでに三浦半島から和歌山県，日向灘，
奄美群島，八重山諸島にかけての南日本から記録
されているが（Aoyagi, 1943; Iwatsuki et al., 2017；
工藤ほか，2019；福田・小寺，2019；吉田，2018），
鹿児島湾からの記録はなかった．これらの標本は
鹿児島湾初記録となるためここに報告する．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）にしたがった．計測はデジダルノギ
スを用いて 0.1 mm単位までおこなった．標準体
長（standard length）は体長または SLと表記した．
本研究に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館
（KAUM）に保管されており，生鮮時の写真は同
館のデータベースに登録されている．

結果と考察
Ostorhinchus wassinki (Bleeker, 1860)

キンセンイシモチ（Fig. 1）

標本　13個体（体長 32.7–56.7 mm，鹿児島湾）：
KAUM–I. 763，体長 47.8 mm，肝属郡南大隅町佐
多の伊座敷港沖北 1 km，水深 30–40 m, 2006年 9

月 25日，築地新光子；KAUM–I. 138714，体長
53.1 mm，鹿児島市鴨池鴨池港，水深 10 m, 2019

年 12月 18日，中村潤平・上城拓也・福地伊芙映；
KAUM–I. 139087，体長 56.7 mm，鹿児島市鴨池
鴨池港，水深 5–8 m, 2018年 12月 31日，古𣘺龍星 ; 

KAUM–I. 144179，体長 50.3 mm，鹿児島市古里
町宮下港（第 4避難港），水深 20–30 m, 2020年 7

月 13日，上野大輔・上野浩子・松岡　翠・Kunto 

Wibowo・藤原恭司；KAUM–I. 145647，体長 42.6 

mm，鹿児島市沖小島南方，水深 20–30 m, 2020

年 8月 19日，上野大輔・松岡　翠・Kunto Wibowo・
藤原恭司・中川龍一；KAUM–I. 146006，体長
51.7 mm，鹿児島市沖小島南方，水深 20–30 m, 

2020年 9月 9日，上野大輔・松岡　翠・Kunto 

Wibowo・藤原恭司・中川龍一；KAUM–I. 149893，
体長 50.3 mm，鹿児島市桜島古里町古里港（避難
港 6番），水深 10–30 m, 2021年 2月 2日，松岡　
翠・Kunto Wibowo・藤原恭司・中川龍一；KAUM–

I. 155769，体長 55.1 mm, KAUM–I. 155770，体長
44.8 mm, KAUM–I. 155771，体長 33.4 mm，鹿児
島市沖小島南方，水深 10–30 m, 2021年 3月 30日，
松岡　翠・藤原恭司・中川龍一・出羽優凪・飯野
友香；KAUM–I. 199651，体長 53.6 mm，鹿児島
市鴨池鴨池港，水深 5 m, 2024年 7月 3日，吉田
卓史；KAUM–I. 200879，体長 41.3 mm，指宿市
知林ヶ島西側，水深 3 m, 2025年 11月 5日，岩坪
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洸樹；KAUM–I. 221390，体長 32.7 mm，指宿市
知林ヶ島西側，水深 3 m, 2025年 11月 5日，佐藤
智水・久保田雄斗・畠中柚菜；KAUM–I. 222752，
体長 54.5 mm，鹿児島市鴨池鴨池港，水深 5 m, 

2026年 1月 19日，長谷川雄大・鹿島隆翔．
同定　本研究に使用した 13標本は吻部に丸み

があることこと，体側に 5本の橙黄色縦帯をもつ
こと，第 2縦帯が鰓蓋基部を越えること，体側縦
帯の第3, 4縦帯が第1, 2, 5縦帯よりも幅広いこと，
第 4縦帯と第 5縦帯に挟まれる前方の淡青色縦帯
が連続した帯状であること，第 4縦帯が尾柄の後
端で終わることが林（2013）の示したキンセンイ
シモチの特徴に合致したため，本種に同定された．
キンセンイシモチは日本産の同属であるスジ

オテンジクダイOstorhinchus holotaenia (Regan, 1905)

によく似るが，本種は第 4縦帯と第 5縦帯に挟ま
れる前方の淡青色縦帯が連続した帯状であること
（スジオテンジクダイは斑状で不連続），第 4縦帯
が尾柄の後端で終わること（尾叉付近まで伸長す
る）から識別される（Yoshida et al., 2010；林，
2013）．
分布　日本国内ではこれまでに三浦半島，相

模湾，三重県，和歌山県串本，徳島県大島，高知
県，日向灘，甑島列島，鹿児島県薩摩半島，宇治

群島，大隅諸島（黒島・竹島・硫黄島），種子島，
口永良部島，屋久島，奄美群島（奄美大島・加計
呂麻島・喜界島・徳之島・沖永良部島），小笠原
諸島（兄島・父島），沖縄諸島（沖縄島，伊江島），
慶良間諸島，宮古諸島（宮古島・伊良部島），八
重山諸島（石垣島・西表島）から記録されている
（Aoyagi, 1943； 藍 沢・ 瀬 能，1991； 林，1996; 

Mabuchi et al., 2003；吉郷・中村，2006；吉郷ほか，
2007; Senou et al., 2006, 2007; Yoshida et al., 2010；
本村ほか，2013；佐々木ほか，2014；岩坪ほか，
2014; Motomura et al., 2015; Motomura and Harazaki, 

2017; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，2017; Nakae 

et al., 2018; Mochida and Motomura, 2018； 吉 田，
2018；工藤ほか，2019；吉田ほか，2019；福田・
小 寺，2019; Motomura and Uehara, 2020; Inoue et 

al., 2020; Fujiwara and Motomura, 2020；下瀬，2021; 

Jeong and Motomura, 2021；萩原，2022；本田ほか，
2024；橘ほか，2024; Koreeda and Motomura, 2025；
笹木，2025）．本研究により新たに鹿児島湾から
記録された（Fig. 2）．なお，本種は Ostorhinchus 

cyanosoma (Bleeker 1853)，スジオテンジクダイ，
およびアカホシキンセンイシモチ Ostorhinchus 

rubrimacula (Randall and Kulbicki 1998)と混同され
てきた歴史があるため，この 3種が明確に区別さ

Fig 1. Fresh specimen of Ostorhinchus wassinki from Kagoshima Bay, southern Kyushu, Japan (KAUM–I. 144179, 50.3 mm SL).



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 52

187

れる前の記録は分布に含めなかったが，Yoshida et al. 

(2010)でキンセンイシモチ（Apogon cf properuptus, 

lined typeとして）に同定された藍沢・瀬能（1991）
の Apogon cyanosoma (Bleeker 1853)， 林（2013）
で本種に同定された Aoyagi (1943)の A. cyanosoma

は本種の分布に含めた．
備考　キンセンイシモチの分布は「分布」の

項に示した通りであり，鹿児島県本土における本
種の記録は薩摩半島沿岸に限られていた．今回鹿
児島湾から得られた標本は鹿児島湾初記録であ
る．本種は鹿児島湾の広範囲（Fig. 2）から継続
的に得られていることから，偶発的な出現ではな
く，鹿児島湾に定着していると考えられる．
Yoshida et al. (2010)は屋久島においてキンセンイ
シモチ（Apogon cf properuptus, lined typeとして）
は 25 m以浅から，スジオテンジクダイ（A. cf 

properuptus, dotted typeとして）は 25 m以深から
得られたとし，水深による両種の棲み分けを示唆
している．鹿児島湾ではスジオテンジクダイも記
録されているが（岩坪・本村，2017），キンセン
イシモチは 25 m以深からも得られている．この
ことから少なくとも鹿児島湾では両種が水深に
よって棲み分けている可能性は低いと考えられる．
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